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提出 2008 年 2 月 12 日 

 

会合議事録 

 

研究会名： ソフト界面科学研究会 

日  時： 2007 年 10 月 29 日 （月） 19：50～21：30 

場  所： SPring-8 中央管理棟セミナーB（3 階西側） 

出席者：（議事録記載者に下線） 

荒殿 誠，飯村兼一，宇留賀朋哉，加藤徳剛，谷田 肇，瀧上隆智，豊川秀訓，西 直哉， 

広沢一郎，松岡秀樹，松原弘樹，渡辺 巌              計 12 名 

 

議題： ソフト界面科学研究会の現状と今後の展開について 

 

プログラム： 

１． 研究会活動報告 
進行 飯村兼一 
（１）全体： 荒殿 誠 
（２）ホームページ： 瀧上隆智 ・ 加藤徳剛 
 
２． 研究紹介・提案 
進行 瀧上 隆智 
（１）垣内 隆・西 直哉 イオン液体｜電解質溶液界面の特異な挙動 
（２）松原弘樹 界面活性剤水溶液表面でのアルカン薄膜の表面凝固 
 
進行 谷田 肇 
（３）宇留賀朋哉 SPring-8 ソフト界面回折計の現状 
（４）広沢一郎  放射光による表面形態評価法の検討 

 
３． フリーディスカッション 
進行 荒殿 誠 
今後の研究会活動、研究提案、研究会への要望など 

 

議事内容： 

１． 研究会活動報告 

（１）全体： 研究会代表（荒殿氏）より、第１回会合（2006.8.27）以降の研究会活動内容につ

いて報告があった。特に、本研究会メンバーが中心となって企画･実施した第 60 回コロイド

および界面化学討論会でのシンポジウム「ソフト界面の物性・構造科学の最前線」（信州大

学，2007.9.22）は、大教室で立ち見が出るほどの盛り上がりをみせた旨の報告があった。そ

の他、第 10 回 SPring-8 シンポジウム（2006.11.1-2）と今回の第 11 回シンポジウム、

SPring-8 利用者情報での活動報告（Vol.12， No.1 p.51-55，2007）、およびそれらの活動

へのメンバーの協力に対する謝意が述べられた。 

（２）ホームページ： 広報担当（瀧上氏）より、研究会ホームページ立ち上げの報告があった



（http://www.scc.kyushu-u.ac.jp/softinterface/）。将来的には、研究会メンバーのホームペー
ジとのリンクや SPrin-8 での研究紹介記事の充実をはかりたい旨の説明があり、メンバーも

それらに協力してゆくことを確認した。また、英語ホームページ案については、広報担当

（加藤氏）が作成することになった。 

 

２． 研究紹介・提案 

プログラムに従い最新の研究成果や今後の研究計画について紹介された。西氏と松原氏

の発表は、SPring-8 を利用した研究提案に関する内容であり、彼らの目標達成に向け、メ

ンバーから建設的なアドバイス・意見が数多く出された。また、宇留賀氏と広沢氏からは、

それぞれが開発した装置や解析法が紹介され、それらの有用性について述べられたととも

に、更なる高度化について議論された。 

 

３． フリーディスカッション(今後の研究会活動、研究提案、研究会への要望など) 

○ 本研究会は、今後も継続して活動してゆくことを確認した。第二期研究会募集に伴う申

請案については、研究会代表と副代表が中心になって準備することになった。 

○ 研究会会合の年複数回開催について議論がなされた。毎年の SPring-8 シンポジウム

開催に合わせた会合の他に、メンバーの多くが参加する学術会議などに合わせた会合や

シンポジウム、ワークショップ開催についても視野に入れて検討することにした。まずは、第

61 回コロイドおよび界面化学討論会（九州大学，2008.9.7-9）や日本分析学会第 57 年会

（福岡大学，2008.9.10-12）に合わせた他研究会との合同会合またはポストコンファレンス

開催の可能性について、九州大学グループが検討することにした。 

○ 研究会活動の一層の活性化のために、企業の研究者を多く取り入れるようにしてはどう

かとの意見があり、その可能性について意見交換がなされた。 

○ 研究会の活動が盛んになることは結構なことであるが、一方で、それらに対応するJASRI

側メンバーの負担も大きくなってゆくという問題が提起され、これについても議論がなされ

た。 

 

 

資料 

 

 

垣内 隆 氏・西 直哉 氏 発表資料（一部） 



 

松原弘樹 氏 発表資料（一部） 

 

 

宇留賀朋哉 氏 発表資料（一部） 

 

 

広沢一郎 氏 発表資料（一部） 


